
多様性が尊重され、皆が生き生きと
暮らす社会へ

私たちの
アプロー チ

詳細版

何故重要か
　社員は、企業が日々最も密接に関わりを持つ重要なステークホルダーです。社員を貴重な財産として公正かつ正当
に遇し、倫理的かつ良好な関係を構築することは、企業が持続的に成長する上で必須となる経営課題です。さらに
近年は、経済活動のグローバルシームレス化や世界的な女性活躍推進の機運、先進国の少子高齢化問題などを
背景に、性別、性的指向、性自認、年齢、障がいの有無などにかかわらず、多様な人材が活躍できる仕組みの構
築が、さらなる社会価値創造への機会として注目されています。また規範意識の高い企業風土の醸成は、企業が
地域の一員としての貢献を積極的に果たす上でも重要です。
　NTTコムウェアグループは、持続可能な事業活動を通じてお客さまや社会の皆さまに信頼され続けるため、調和
のとれた事業運営に取り組んでいます。法令遵守はもちろんのこと、ともに働く人びとへの公正な処遇や多様性の
尊重、地域社会への貢献等を柱に据え、さまざまな活動を推進しています。これらの活動は「チームNTT」としてNTT

グループ横断で取り組んでいる活動であり、CSR志向経営の基盤ともなっています。

SDGsとの関わり
　性別、性的指向、性自認、年齢、障がいの有無などにかかわらず、多様な人材が尊重され、皆が生き生きと暮ら
す社会の実現に向け、女性の尊重と活躍促進は、基盤となる課題です。NTTコムウェアグループは、国連SDGsの目
標5「ジェンダー平等を実現しよう」を踏まえつつ、女性活躍を推進する社会の実現へと、さらなる貢献を模索します。

■ 自社における女性活躍の促進、働き方改革

■ 女性活躍に貢献するICTソリューションなどの提供

SDG5に貢献しうる、私たちの取り組みの例

チームNTTの 
コミュニケーション
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Key Achievements

5.47%
女性管理者比率

（2019年4月1日時点）

● 2018年度の主な成果

　NTTコムウェアではかねてより、多様性の尊重を重要な経営戦略と位置
づけ、性別、性的指向、性自認、年齢、障がいの有無などにかかわらず、
多様な人材が活躍できる職場づくりに取り組んでいます。2017年度より
新たに開始した新・重点活動項目でも、「ダイバーシティの推進」を、「人権
の尊重」や「安全・健康・福祉の推進と評価」「魅力ある職場の実現」といった
項目と並ぶ重点活動項目と位置づけ、女性管理職の登用や障がい者雇用率
の向上などの目標を定め積極的に取り組んでいます。とくに社会の関心が
高まり続けているLGBT等性的マイノリティへの理解促進や健康経営の推
進については、かねてより先取的に取り組みを展開しており、2018年度
も多彩な成果をあげています。なおこれらの活動の成果は場所や時間の
制約に柔軟に対応できる「働き方改革を実現するソリューション」の開発な
どにも活かされています。
　また、バリューチェーンを見据えたCSRマネジメントの推進やグループ
一丸となった社会貢献活動といったNTTグループの推進する活動にも注力
しており、サプライヤーアセスメントの実施や社員の社会貢献活動促進
の取り組みなど、2018年度も着実な成果をあげました。

2018年度　成果のハイライト

重点活動項目 2018年度CSR定量指標・目標 2018年度実績

ダイバーシティの推進 • 女性管理者比率：実績把握
 ※2020年度6.0%に向けた育成等の実施

• 女性管理者比率：5.47%［2019.4.1現在］

• 障がい者雇用ゼロ企業：0社（45.5名以上の会社）
• 障がい者法定雇用率：2.2%以上

• 障がい者雇用ゼロ企業：0社
• 障がい者雇用率［2018.6.1時点］：
 NTTコムウェア：2.29%
 NTTインターネット：1.95%

人権の尊重 • 人権に関する違反件数：0件 • 人権に関する違反件数：0件

• 人権に関する研修受講率：100% • 人権に関する研修受講率：100%

バリューチェーン・ 
マネジメントの強化

• 確認された高リスクサプライヤー件数：0件 • 確認された高リスクサプライヤー件数：0件

安全・健康・福祉の 
推進と評価

• 労働災害事故発生件数（休業）：0件 • 労働災害事故発生件数（休業）：1件

• 特定保健指導完了率：25% • 特定保健指導完了率：73.9%

魅力ある職場の実現 • 従業員満足度：前年度（3.88点）以上 • 従業員満足度：3.94点

グループ一丸となった 
社会貢献活動の推進

• 参加率：30%以上
• 延べ参加回数：2回／人以上

• 参加率：33.6%
• 延べ参加回数：3.56回／人
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多面的な企業倫理・コンプライアンス啓発活動
　NTTコムウェアグループでは、派遣社員などを含む全社員に対し、法令
などの遵守はもとより、平素から高い倫理観を持った良識と節度ある行動
を求めており、企業倫理に関するWBT（Web Based Training）を毎年
実施しています。
　「企業倫理ヘルプライン」については、社内ポスターやWebを通じて社内
周知を行うほか、WBTの際に申告窓口や申告方法など具体的な活用方法に
ついても周知しています。
　また、毎月29日の「NTTコムウェアグループCSRの日」には、各職場の
管理者が不正・不祥事の事例周知による注意喚起を行っています。さらに、
社長が折にふれて社員に対して企業倫理に関するメッセージを発することで、
社員の倫理観の醸成を図っています。

「チームNTT」の理念を重んじ、一人ひとりの規範意識を徹底
多様性が尊重される職場を実現しつつ、企業市民として社会に貢献を果たす「チームNTT」
の理念を実現する上で、社員一人ひとりの高い規範意識は、不可欠な基礎といえます。
このような問題意識にたち、私たちはかねてより、人権尊重はもちろん、企業倫理・コンプ
ライアンスに関する教育・啓発活動を徹底しています。

企業倫理・コンプライアンスに関する教育・啓発活動

●  企業倫理の啓発に向けた、 
社内ポスター

企業倫理アンケートの継続的実施
　NTTコムウェアグループでは、毎年1回、「企業倫理・コンプライアンスに関する社員意識アンケート調査」を行い、
倫理意識の浸透度などを確認し、調査結果を踏まえた取り組みを実施しています。
　2018年度は、2017年度に引き続き2月にアンケートを実施し、社員約6,800名が回答しました。

 「企業倫理違反が会社に与える影響を理解している」は97.9%となり、これまでのコンプライアンス強化に向け
た取り組みにより、常に高い水準で倫理意識が浸透していることを確認することができました。
　また、課題感を持って取り組んでいたコミュニケーションの活性化については、2017年度と比較して「経営層と
社員等とのコミュニケーションについて、前年度（2017年度）に比べてよくなったと感じますか」の設問では13.7ポ
イント、「職場の風通しのよいオープンな雰囲気について、前年度（2017年度）に比べてよくなったと感じますか」の
設問では9.1ポイントの改善となりました。
　なお、企業倫理・コンプライアンスに関する社員意識アンケート調査の結果については、社内Webを通じて社員
周知を行い、各種研修に反映するなどの営みを継続することで、コンプライアンスの徹底、職場風土改革、企業倫理
に対する社員意識の維持向上に向けた取り組みを実施していきます。
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● NTTコムウェアの人権啓発推進体制

事務局
総務人事部　CSR推進室

CSR委員会
（人権啓発推進・企業倫理推進・社会貢献推進）

 CSR委員会
（委員長） 代表取締役副社長
（委員） 各事業本部の長およびスタッフ組織の長
（事務局） 総務人事部　CSR推進室
（開催頻度） 原則年2回

 各組織人権啓発推進会議
（推進責任者） 各事業本部の長およびスタッフ組織の長
（推進者） 推進責任者が指名
（開催頻度） 随時

各組織人権啓発推進会議

全社員

人権週間の実施
　NTTコムウェアグループでは、毎年12月の人権週間に合わせて人権標語の募集を行い、優秀作品などについて
表彰するとともに、社内へ周知・提示するなど社員の人権意識の向上につなげています。

人権尊重の啓発と徹底
　NTTコムウェアグループでは、全社員を対象としたWBT研修をはじめ、階層別に「新入社員導入研修」や「新任課長、
新任主査研修」など、人権に関するさまざまな問題に関して意識向上を目的とした人権啓発研修を実施しています。
また、各職場における「コミュニケーションの向上」や「社員が社員を育てる職場風土づくり」を目的として、「人権啓発
職場学習会」に取り組んでいます。また、各組織等に配置している人権啓発推進者の意識向上のため、社外で実施
される研修にも積極的に参加しています。
　その他、各組織ハラスメント相談窓口である男女の担当者に対して、相談時の対処方法などの研修を実施して、
実際の相談時に備えてスキル付与を行っています。
　2018年度の人権研修受講率は100%を達成しています。なお、これら諸制度の運用結果として、2018年度の
人権侵害違反の認定件数は0件でした。
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調達方針
　NTTグループは「調達基本方針」を公開しCSR調達を推進しています。NTTコムウェアは、同方針を「調達手続きの
基本方針」として自社Webで公開するとともに、「NTTコムウェア　グリーン調達ガイドライン」「NTTコムウェア　サプラ
イチェーンCSR推進ガイドライン」を制定し、サプライヤーの皆さまと協力して環境への影響や企業の社会的責任を
踏まえた調達に向けて取り組んでいます。具体的には、前者では、環境に関わる情報を公開できるような仕組みや
有害物質など製品に関する環境負荷低減、リサイクル・廃棄方法の手順の説明を求めることなどを規定、後者では、
強制的な労働や非人道的な扱い、児童労働などの人権・労働、および安全衛生・環境、公正取引・倫理、品質・安全性、
情報セキュリティーなどに配慮されていることなどを明記し、サプライヤーの皆さまへの協力・遵守をお願いする
項目を制定しています。

調達基本方針
1  広く国内外のサプライヤの皆さまに対し、公正に競争機会を提供するとともに、相互理解と信頼関係の構築に努めます。
2  品質・価格・納期・安定供給を総合的に判断し、ビジネスニーズに即した競争力ある製品・サービスを、経済合理性に基づき
調達します。

3  法令や社会規範を遵守するとともに、社会への貢献のため環境・人権等に配慮した調達を実施します。

バリューチェーン全体で、責任を果たす姿勢を強化
近年、ステークホルダーのCSR意識の高まりを受け、企業には、自社グループのみでなく
調達先や外注先なども含めた、バリューチェーン全体を見据えたCSR活動の徹底が期待さ
れています。NTTコムウェアグループでは、環境・社会面を配慮したCSR調達はもちろん、
取引先・外注先の法令遵守や社会規範の遵守状況に関するサプライヤーアセスメント、意識
啓発の促進など、多様な施策を実施しています。

バリューチェーン・マネジメントの強化

NTT COMWARE CORPORATION  CSR REPORT 2019

47



詳細版

 チームNTTのコミュニケーション

基本的な考え方と方針
　NTTコムウェアは、差別のない職場づくりは当然ながら、社員と企業がともに成長する「チーム」でありたいと
思っています。このような考えのもと、具体的なスキル育成施策の構築にとどまらず、独自の技術者認定制度を
全社規模で徹底するなど、私たちならではの人材育成の仕組みづくりに向け取り組んでいます。

入社1～2年目社員（トレーニー）育成
　NTTコムウェアは、入社2年目までの社員を「トレーニー」と呼び、2年間の育成スキームの中で、社会人基礎力
（ヒューマン・コンセプチュアルスキル）の習得、開発基礎スキルの習得、ビジネスプロセスの俯瞰力醸成を目的とした
各種育成施策を実施しています。
　OJTとして、配属された職場において実際の業務を学ぶとともに、製造・運用保守・営業・お客さま業務に関する
知識・スキルを習得するためのOJTも各種実施しています。
　Off-JTでは、主に論理的思考力やコミュニケーション力などの習得を目的とした集合研修を実施し、OJTへ
つなげています。
　配属された職場では、トレーニー一人ひとりに対してメンターおよびコーディネーターと呼ばれる先輩社員を
配置するメンタリング制を導入しています。コーディネーターは、主に育成計画の策定、ジョブアサイン（業務の
割り振り）、スキル習得状況の確認、メンターのサポートなどを行っています。メンターは、トレーニーの良き先輩
として、業務面における指導・サポートを中心に、メンタル面やモチベーションについてもケア・サポートを行って
います。また、育成・指導にあたってはメンターに負担が集中しないよう職場が一体となったファミリーという形式
での体制を確立しています。

プロフェッショナルの育成
　NTTコムウェアでは、お客さまの事業に新たな付加価値を提供し続けるために、プロフェッショナルの育成に注力
しています。社員が習得したスキルについては、NTTコムウェアが考える人材像＊に沿ったレベル認定を行い、より
適切な仕事の割り振りにつなげるとともに、社員が自己育成を行うにあたって、より明確な目標設定を可能にして
います。
　社員研修では、基礎知識を学ぶWBTやセミナーをはじめ、開発・運用業務の遂行力や営業活動における企画力・
提案力の強化を目的とした「育成塾」、技術的知識の習得・強化を目的とする「テクニカル研修」、すべてのビジネスで
必要となる概念化能力や対人関係能力などの向上が目的の「コンセプチュアルスキル系研修」、役職・役割に応じた
動機形成と能力開発を目的とした「階層別研修」といった幅広いプログラムを提供しています。

個の成長と企業の成長を、ともに実現する
社員は企業の重要な人材であり、その成長を支援することは社員の自己実現をバックアップ
するだけでなく企業の発展にもつながると考えています。

人材育成・人事制度
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● ComCP取得者

スキル認定制度
　ICTに関する技術の進歩がめまぐるしい現在、プロフェッショナルとして顧客から期待されるスキルは多岐にわたり、
社員のキャリアデザインは企業と社員がともに取り組むべき重要な課題です。NTTコムウェアでは、経済産業省が
策定したITスキル標準（ ITSS＊1）をベースにした社内スキル認定制度「ComCP（Comware Certified Professional）」
を構築し、グループ全体で社員のキャリアアップを促進しています。具体的には、同制度はICTプロフェッショナルを
人材像に分類し、それぞれ7段階のグレードに規定しています。さらに、人材像ごとの必要なスキルと、グレードごと
に求められるスキルの達成度も規定しています。これにより社員は、個々のスキル単位で自身の詳細な現状把握と具
体的な目標設定が可能となり、スキルアップ／キャリアアップのサイクルへとつなげていきます。
　なお、NTTコムウェアは2015年4月に認定情報技術者（CITP）の企業認定を取得しました。この認定を受け、当社
の認定制度「ComCP」の資格を持つ技術者は、CITPの資格保有者として認定＊2されます。当社はこの技術力を
活かし、お客さまのビジネスパートナーとして、より付加価値の高いサービスを提供していきます。

（名）

人材像
アカウント 
マネージャ

プロジェクト 
マネージャ

サービス 
マネージャ

アプリケーション 
スペシャリスト

テクニカル 
スペシャリスト

サービス 
クリエータ 合計グレード ITSS＊1相当レベル

Executive L7 1 2 0 0 0 0 3

Professional L6 21 26 6 8 7 4 72

Expert L5,L4 160 181 39 323 257 26 986

Associate L3,L2,L1 186 262 0 948 1,346 55 2,797

合計 368 471 45 1,279 1,610 85 3,858

（2019年4月時点）
＊1 ITSS：ITスキル標準。経済産業省の定めた個人の IT関連能力を職種や専門分野ごとに明確化・体系化した指標
 　「 ITSS」は、独立行政法人情報処理推進機構の登録商標です。
＊2 ITSSレベル4（ComCP レベル4）以上の上級技術者が対象

● 研修の実施状況（2018年度実績）
研修 実施コース数 受講者延べ人数（名）

基礎的知識習得を目的としたWBT 99 34,315

育成塾 2 24

テクニカル研修 198 743

コンセプチュアル系／階層別研修 15 1,518

「業務OJT」・グローバル人材育成 3 5

　若手社員に対しては、NTTグループ社員としての一体感の醸成や業務知識の習得、人脈形成を目的に、NTTグループ
各社のお客さま業務をOJT形式で学ぶ「業務OJT研修」を実施しています。さらに、2013年度より今後のグローバル
ビジネスを担う人材育成を目的に、NTTグループ海外現地法人へ派遣する「海外業務OJT研修」を実施しています。

＊  事業の発展に貢献する市場価値の高い人材で、ビジネス遂行に必要な役割として、サービスクリエータ、プロジェクトマネージャ、コンサルタント、アカウント
マネージャ、アプリケーションスペシャリスト、テクニカルスペシャリスト、サービスマネージャ、セキュリティマネジメント・コンサル、データサイエンティスト
の人材像に分類
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さまざまな施策で人材育成に取り組む
　データセンターは建物、電力、ICTシステム、セキュリティー、内部統制やグリーンなどさまざまなノウハウにより
支えられています。NTTコムウェアでは、これらのノウハウを維持し、さらなる知識の向上や拡大を行うためにIT

スキルスタンダードの体系に基づいた育成を行っています。
　中でも“ ICTシステム運用のベストプラクティス（優良事例）”といわれている資格である「 ITIL®＊」 Managerは、
データセンターでお預かりしているシステムの運用を対象としたITサービスマネジメントの規格「 ISO/IEC20000」の
認証取得につながりました。今後のシステム運用の品質と効率を一層高める資格であることから、社内で取得促進を
行っています。
　また、データセンターやサーバー室、ICT機器のエネルギー消費効率を高めるため、自社データセンターにおいて
高効率な空流設計や空調のAI制御、直流給電技術の導入等の施策に取り組んでいます。今後も日本の通信技術の
発展を支えていくためにもスペシャリストの育成に積極的に取り組んでいきます。

＊ 「 ITIL」はAXELOS Limitedの登録商標です。

公正な評価処遇
　NTTコムウェアでは、成果・業績を重視した社員資格制度において各資格等級にふさわしい行動や業績レベルを
設定し、その目標設定をもとに評価をフィードバックする一連の評価プロセスを確実かつ的確に実施することで、社
員の自律的・主体的な職務遂行の促進を図る人事制度を運営しています。

納得度の高い人事評価の仕組み
　社員に期待する人材像（行動と業績）のレベルを示した社員資格制度を軸に、社員の「適切な配置」「能力開発」「評
価」「格付・給与」といったものをトータルなシステムとして運用しています。
　評価にあたっては、目標設定から日々のコミュニケーション、評価の実施・フィードバック面談までの一連のプロ
セスを適切に実行するため、以下のようなサイクルを設けています。

上司との定期的な個別面談
　NTTコムウェアでは、社員が業績目標やその達成に向けたプロセスを上司と共に認識し、改善点や成長への方向
性を共有していけるよう、全社員を対象に上司との定期的な個別面談を実施しています。
　上司との個別面談は「期首面談」「中間面談」「期末面談」「行動・総合評価フィードバック面談」「業績評価フィード
バック面談（4月・10月）」と年6回の機会を設けています。「期首面談（目標設定面談）」では、当該年度の目標などに
ついて上司と部下が認識を合わせ、上司からアドバイスなどをしています。「中間面談」「期末面談」「フィードバック
面談」では、達成した成果・業績と目標達成のプロセスを上司と部下が一緒に振り返り、さらなる改善と成長に向けた
アドバイスと動機づけを与えています。
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評価者会議
　「評価者会議」は2001年度より、春・秋の年2回実施しています。評価の公正性・客観性を高めるため、同じ組織
の評価者が集まる評価者会議を実施しており、評価者間で評価の目線・レベルを合わせることにより、評価者の主観
や恣意による評価エラーを防ぐよう努めています。

評価者研修
　評価の納得性・公正性のさらなる向上に向けた取り組みとして、新たに評価者となる社員に対して、評価者として
の人事・評価制度の考え方、評価マネジメントの基本を学ぶとともに、部下に対する目標設定、日常フォロー等の
具体的なマネジメント手法を身に付けることを目的とした「評価者研修」を実施しています。

人事・給与制度の整備
　NTTコムウェアでは、社員一人ひとりが力を発揮できる環境を整備し、実力あるプロフェッショナル人材への着実
な成長と、社員一人ひとりの自律的・主体的なキャリア形成に向けた施策を推進しています。
　採用から65歳までをトータルの就労期間と捉え、現場力・専門性を有する人材と新分野に果敢に挑戦する人材
をバランス良く確保しながら、若年層から中高年齢層に至るまで全世代の社員が持てる能力をフルに発揮し、事業
貢献につなげていく環境整備の一環として、2013年10月に、人事・給与制度の処遇体系を再構築しました。NTT

コムウェアの事業特性を踏まえた手当の導入や、成果手当の充実など、期待される役割や成果の達成に対して、
これまで以上に処遇していく仕組みとしています。
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多様性が尊重され、生き生きと活躍できる職場を実現する
多様性を尊重できる企業風土の醸成は、社員個々人が力を十分に発揮できる職場環境を
実現する上で必須であり、一人ひとりが考え、行動できる仕組みづくりに取り組んでいます。

多様性の尊重と機会均等に向けた取り組み

多様な社員が活躍できる職場風土づくりの推進
　NTTコムウェアは、ダイバーシティ推進と社員のキャリア支援を目的として、2008年4月に「キャリアアップ支援室」
を設置し、各種施策に取り組んできました。2015年7月に「ダイバーシティ推進室」と名称変更し、多様性の尊重を
重要な経営戦略と位置づけ「多様性を促進し、社員個々人が力を最大限発揮し、活躍することにより、企業パフォーマ
ンスを向上させる」ことを目的に、さらなる推進に取り組んでいます。

ダイバーシティ推進室の取り組み
　ダイバーシティ推進室では、多様な社員が活躍できる職場風土づくりを推進し、上司・部下それぞれの思いの実現
につながる支援をしています。また、NTTグループの「女性管理者倍増計画」の達成に向けて、女性の積極的な採用
に取り組んでおり、2020年度女性管理者比率6.0％の目標達成に向け着実に向上しています。

● ダイバーシティ推進室の取り組み事例
研修 取り組み 実施内容

ダイバーシティ施策
＜多様性理解・女性活躍推進の取り
組み＞

女性活躍推進ネットワーク
（愛称：WAVE）

• 女子マネージャ会の支援のもと、リーダー層一歩手前の女性社員を巻き込んで、女性
活躍推進ネットワーク（愛称：WAVE）を立ち上げ、自身の育成と男女ともに働きやす
い職場風土づくりを推進。

LGBT等性的マイノリティへの理解促進 • LGBT等性的マイノリティへの理解促進のため、社内イントラ上に基礎知識を掲載し
ているほか、CSR研修やトレーニー向け研修等各種研修内で取りあげている。

• LGBTアライ（理解者）にバッチ配付。

ワーク・ライフ・マネジメント
＜時間制約社員への支援＞

育児休職者/復職者支援セミナー等 • 育児と仕事の両立に向けて、育児経験者との対話を実施するなど、復職後の働き方に
ついてセミナー等により支援。

介護施策等
（管理者対象/社員対象）

• 地域ロケーションともライブ接続して行った「介護と仕事の両立セミナー」実施等、
介護と仕事の両立支援を目的とした取り組みを実施。

仕事と育児の両立支援
　NTTコムウェアは、2005年に施行された「次世代育成法（次世代育成支援対策推進法）」に基づいて認定マーク
（愛称：くるみん）を取得しています。
　これは、同法に基づき策定した行動計画の活動内容をもとに、社員が安心して育児関連
制度を利用できるよう、さらに利用しやすい環境を整備していることが評価され、取得した
ものです。（くるみんマークの☆は、認定取得の回数を表しています。）
　2019年4月以降も、次世代育成支援のため、新たな行動計画を策定し、仕事と家庭の
両立を図る社員が安心して働ける環境の整備を図るなど、社員が生き生きと働けるよう、
積極的に取り組んでいきます。

● 「くるみん」マーク
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障がい者雇用
　NTTコムウェアは、障がい者向け合同就職説明会への参加などを通じ、障がい者採用に積極的に取り組んでおり、
2019年6月1日現在、障がい者雇用率は2.19%となりました。
　入社した社員は企画・営業・開発といったさまざまな部署で、自身の能力を発揮し活躍しています。
　今後も、すべての人が互いに支えあい、ともに働く社会の実現のため、障がいのある方の積極的な雇用を継続し
ていきます。

再採用制度
　育児、介護またはパートナーの転勤などで退職した社員の中には、将来再び働きたいとの希望を持つ人も少な
くありません。そうした要望に応えるとともに、在職中に蓄積した経験やスキルの有効活用を図るために、NTTコム
ウェア・NTTインターネットでは退職した社員の再採用制度を設けています。
　この制度の対象となるのは、小学校3年生以下の子の育児や、家族の介護を行うため、またはパートナーの転勤、
転職および結婚による転居にともない通勤が不可能となったため、やむを得ず退職した勤続年数3年以上の社員
です。社員から再採用の申し出があった場合は面談や健康診断などを実施の上、再採用を決定します。

仕事と介護の両立支援
　NTTコムウェアでは仕事と介護の両立支援にも積極的に取り組んでいます。
　2017年には介護とは何かを知り、自身の問題として捉え、今できることに取り組むきっ
かけづくりを目的として「仕事と介護の両立支援ハンドブック」を全社員に配付しました。
また、2018年「介護と仕事の両立セミナー」を開催し、150名超の社員が参加。セミ
ナーでは「実際に介護を経験した社員」および「介護をする社員を部下に持った経験のあ
る上司」によるパネルディスカッションなどを行い、「働きながら介護をすること」が当たり
前になりつつある今、改めて仕事と介護の両立について考える貴重な機会となりました。
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メンタルヘルス対策
　仕事や私生活においてストレスを感じ、うつ病になる人が急増し、企業（職場）におけるメンタルへルス（心の健康）
は社会的な問題となっています。社員が心の健康問題を抱えることは、その社員のキャリアと人生のみならず、
周囲の社員や家族にとっても大きな影響を与えることに加え、企業としてのパフォーマンスの低下にもつながる
おそれがあります。
　メンタルヘルス対策については、階層別メンタルヘルス研修に加え、ストレスチェックの実施により社員自身に心
の健康状態の変化に気づく機会を与えるとともに、診断結果を踏まえた施策や職場環境の改善に取り組んでいます。
　また、健康管理スタッフによる新入社員、新任管理者への個別面談、悩み事を相談できる相談窓口を社内外に
設置しています。

疾病の予防・早期発見
　常日頃から仕事を一生懸命にしている人ほど、自分の健康について十分な管理ができずに後回しになり、病気の
発症や悪化を引き起こしやすくなりがちです。NTTコムウェアでは、病気に罹患（りかん）する社員を可能な限り
減らすため、疾病の予防・早期発見に力を入れています。
　法令に基づく定期健康診断の完全受診を徹底するとともに、健康診断後の保健指導を行っています。長時間労働者
に対してはとくに重点的なフォローとして過重労働による健康障害を防ぐために、産業医などによる面接指導を徹底
しています。また、生活習慣病対策としては、特定保健指導や40歳未満の若手社員に対しても保健指導を実施する
など健康保持・増進に積極的に取り組むとともに、重篤なリスクのある社員に対しては、産業医の意見書を送付し、
上長より受診を促すなど安全配慮の徹底に取り組んでいます。

安全・健康で生き生きと働ける職場環境を提供
安全・健康で生き生きと働くことができる快適な職場環境を提供することは、企業にとって
重要な社会的責任です。NTTコムウェアは、社員が心身ともに健康を保てるよう、メンタル
ヘルス対策、疾病の予防・早期発見、健康管理体制の充実などに取り組み続けます。

社員の健康を守り、魅力ある職場をつくる

● 病気の予防・早期発見対策
対策 実施状況

定期健康診断、人間ドック 法令に基づく定期健康診断または人間ドック（希望者）の完全受診を実施しています。

健康管理スタッフによるフォロー 健康診断など受診後のフォローを実施しています。

過重労働による健康障害防止 長時間労働者に対して産業医などによる面接指導などを実施しています。

特定保健指導 「高齢者の医療確保に関する法律」に基づく特定保健指導を、NTTコムウェア健康管理センタスタッフを
中心に個別指導により実施しています。
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健康管理体制の充実
　NTTコムウェアでは、主要な勤務地である品川・品川シーサイド・幕張・
五反田の4ヶ所に健康管理センタを設け、産業医・保健師を配置しています。
社員の健康保持・増進のための健康管理専門スタッフを配置することで社
員が気軽に相談できる環境を整えるとともに、スタッフによる職場巡回、健
康面談などを充実し実施しています。とくに近年、特定保健指導率の向上が
官民連携のもと推進されています。同センタはNTTコムウェア独自で運営
している健康管理施設で、特定保健指導を実施し、グループ社員の指導に
注力していることが特徴です。

● 特定保健指導の様子

安全衛生活動
　NTTコムウェアでは、すべての職場において「安全衛生委員会」を設置し、職場の安全点検や健康増進施策に
関する意見交換など、主体的な安全衛生活動を行っています。また、年に一度NTTコムウェアグループの安全衛生
委員および産業保健スタッフを対象に、講義や各職場の安全衛生施策の発表などを実施する「安全衛生セミナー」を
開催し、各職場の安全衛生活動に活かしています。2018年度の業務災害は1件発生しました。引き続き、作業事故
撲滅に向け安全労働の徹底を図っていきます。

「働き方改革・健康経営」の推進
　昨今、労働力人口の減少や少子高齢化を背景に、長時間労働の解消、多様な
働き方の実現などが社会的課題となっています。こうした背景によりNTTコム
ウェアでは、「働き方改革・健康経営」を重要な経営戦略と位置づけており、経営
トップから社内へのメッセージ発信や働き方改革委員会を立ち上げ、各種施策を
展開することで業務改革や意識改革に取り組んでいます。
　具体的には「健全で創造的、効率的な事業運営に向けては、すべての社員とビ
ジネスパートナーの健康と安全が最も重要」との基本方針のもと、社員のスキル
向上やマネジメント改善、お客さま・ビジネスパートナーとともに業務プロセス全体の改善を進めるなどの「業務改
革」、柔軟な働き方の実現に向けてフレックスタイム制勤務制度、在宅勤務制度などを積極的に活用できる「環境・仕
組みの整備」、長時間・深夜労働縮減の意識づけ、保健指導徹底などの「意識改革」に取り組むことにより、生産性や
創造性の向上を図りながら、長時間・深夜労働の解消・回避に努め、安心・活力を確保する「働き方改革・健康経営」
の実現をめざしています。
　なお、NTTコムウェアではさらなるテレワークの浸透・定着を図るために、2017年度から「テレワーク・デイズ＊」
の趣旨に賛同するとともに、積極的に同運動に参加しています。

＊ 日本政府と東京都および関係団体が連携し、2017年より、2020年7月24日を「テレワーク・デイ」と位置づけ、働き方改革の国民運動を展開しているもの

● 「ホワイト500」ロゴ
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柔軟な働き方を支援するモバイルアプリケーション「シャナイン®」
　多様性を活かす社会を実現する上で、柔軟な働き方を実現するビジネスの仕組みづくりが大きな鍵になるとNTT

コムウェアは考えています。法人向けモバイルアプリケーション「シャナイン®＊」シリーズは、このような観点に立ち
サービスを開始しました。
　普段、業務で利用している多様な端末から社内の最新の業務情報にアクセスできるだけでなく、1対1および
グループで使えるチャット機能を持ち、オフィスと外出先や在宅勤務を結ぶリアルタイムな報告・連絡・相談手段
として活躍します。
　「シャナイン®BOT」シリーズは、働く現場のデジタル化（DX：デジタルトランスフォーメーション）を推進します。
「ヘルプデスクBOT」は、利用者と対話形式で問い合わせに回答するチャットボットです。「シャナイン®TALK」と連携
することで、いつでもどこでも何度でもセキュアに応対し、問い合わせ者、回答者双方の業務効率化を実現します。
今後もチャットボットの特性を活かし、複数のシステムやサービスを連携し、アクションを代行するなど、さらなる
業務効率化・柔軟な働き方に貢献していきます。

＊ 「シャナイン®」はNTTコムウェア株式会社の登録商標です。

過重労働の防止
　NTTコムウェアは、従業員の過重労働防止と健康管理の観点から、従業員一人ひとりの時間外労働の実績を把握
して情報共有を行い、必要に応じて長時間労働者との面談も実施しています。
　またフレックスタイム制度や在宅勤務等の活用状況を把握して見直しを行うなど、多様な人材が心身に過度の
負荷を感じることなく、生き生きと働ける職場環境の整備を進めています。
　具体的には、会社全体で原則、毎週水曜日、金曜日および給与支給日を時間外労働自粛日に設定しており、それ
に加えて各組織がそれぞれの業種業態に応じた過重労働の防止に積極的に取り組んでいます。
　例えば、パソコンのログオン・ログオフ時刻を記録するログ管理機能などを活用して実際の勤務時間を把握する
など、労働時間の適正化や過重労働の防止に取り組んでいます。

各種休暇の取得促進
　NTTコムウェアでは、社員一人ひとりのさらなるワーク・ライフ・マネジメントの推進に向けて、2015年度より
毎年7～9月を「夏の生活スタイル変革」期間とし、夏季休暇に合わせて長期休暇の取得を奨励するなど、各種休暇
を取得しやすい環境整備に努めています。

従業員満足度の維持・向上に向けた取り組みの実施
　NTTコムウェアでは、NTTグループ統一従業員満足度（ES）調査を毎年実施しており、職場環境および会社の仕組
みの改善に役立てています。2018年度のアンケート結果では前年度と比較すると、全体で0.06ポイントあがって
います。具体的には、前年度に引き続き全社を挙げて取り組んできた働き方改革や直属上長とのコミュニケーショ
ンに関連した設問に対して、満足度が向上しています。
　これらの設問以上に、中期経営戦略の理解を確認する設問のポイントがあがっています。これは経営方針の浸透
を図るため、経営方針を説明する回数を増やしたり、より収容者数の多い会場を利用したりしたことによるものと
考えられます。今後も従業員満足度の維持・向上に向けて引き続き取り組んでいきます。
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項目 （内訳）
年度

2016 2017 2018

社員数 計 6,476人 6,315人 6,249人

男性 5,763人 5,580人 5,471人

女性 713人 735人 778人

社員数（グループ） 計 6,831人 6,667人 6,601人

男性 6,058人 5,869人 5,753人

女性 773人 798人 848人

女性社員比率 11.4% 12.0% 12.8%

平均年齢 46.0歳 46.2歳 46.2歳

平均勤続年数 24.6年 24.7年 24.6年

新卒採用者数
（翌年度4月1日現在）

男性 81人 104人 80人

女性 37人 49人 43人

女性採用者比率 31.4% 32.0% 35.0%

障がい者雇用率
（翌年度6月1日現在）

NTTコムウェア 2.13% 2.29% 2.19%

NTTインターネット 1.41% 1.95% 2.19%

管理者数
（翌年度4月1日現在）

男性 1,069人 1,036人 934人

女性 43人 49人 54人

女性管理者比率 4.02% 4.73% 5.47%

再採用制度 男性 0人 0人 0人

女性 0人 1人 1人

育児休職 男性 7人 10人 3人

女性 104人 99人 98人

復職率 100% 94.1% 100%

介護休職 男性 8人 5人 3人

女性 2人 1人 0人

育児短時間 男性 1人 2人 4人

女性 108人 112人 124人

介護短時間 男性 1人 3人 6人

女性 0人 2人 2人

出産休暇 59人 53人 59人

在宅勤務利用者数 220人 383人 581人

総労働時間 1,829時間 1,795時間 1,799時間

年休取得日数 19.4日 19.7日 19.0日

労働災害発生件数 業務災害 2件 3件 1件

通勤災害 2件 5件 9件

人材育成プログラム 社内研修数 423コース 338コース 317コース

受講者数 3,957人 37,482人 36,605人

● 人事データ集
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多様な貢献活動を通じ、社会に根ざす
　NTTコムウェアグループは、さまざまな社会貢献活動を通じて社員の社会貢献に対する意識の向上や社会の課題
解決への貢献など、会社一体となった「チーム」としての活動を続けています。

里山の整備にチームで貢献する
「コムウェアの森」継続的な取り組みとその成果
　日本各地に存在する里山の整備は、自然災害の防止や希少動植物の保護、スギ花粉の抑制、水源地のかん養など、
地元地域のみならず日本全体に大きな意味を持つ課題です。
　NTTコムウェアは、東京都農林水産振興財団（以下、財団）が推進する「花粉の少ない森づくり運動」の一環として森
林整備を行う「企業の森」に協賛し、「企業の森・NTTコムウェア（青梅）」（愛称：コムウェアの森）において、森林保全活
動を2009年から10年間に渡って実施してきました。
　3.14ヘクタールに及ぶコムウェアの森では、社員有志で結成された環境サポーターズを中心に社員・OBによ
り、植林・補植・下刈り・道の修復・植生調査などの森林保全活動を続けてきました。植生調査では、多様な植物の
植生や、生物の痕跡を確認するとともに、植林した木々が順調に生育
していることを確認しています。
　2018年度は「企業の森・NTTコムウェア（青梅）」の協定期間が満了
することから、社員・OB/OG（12人）の参加のもと、10月24日（水）
に閉山式を開催しました。
　閉山式では、参加者有志で森の成長を観察するとともに、この間
お世話になった地主の皆さまに感謝の意をお伝えしました。また、財団
からNTTコムウェアに対し感謝状をいただきました。

良き企業市民として
法令遵守はもとより、さまざまな貢献活動に積極的に参画し、企業市民としての責任を果たす
という姿勢は、多様化・グローバル化する社会の中で、その重みを増しています。

NTTコムウェアグループの社会貢献活動

NTTコムウェアグループの社会貢献活動
　NTTコムウェアグループは、「人びとの相互理解と社会の進化発展を支える」との企業理念に
基づき、良き企業市民として、社会貢献活動を全社的に展開しています。
　全社的な活動テーマは、①社員参加型を中心としたテーマ、②事業特性にマッチしたテーマ、
③地球環境保護に対するテーマ、という3つの視点から設定し、より意義のある取り組みを実施
するよう努めています。

● 閉山式
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社員の社会貢献活動を推進
「社会貢献活動ポイント制度（通称、ぼらPo）」による社会貢献活動の推進
　社員相互間コミュニケーションの活性化および一体感を醸成するため、
積極的に社会貢献活動を推進しています。その一環として、社員等が社会
貢献活動に参加した際に、ポイントを自己申告し、全社員が投入した年間累
計ポイントに応じて会社が非営利団体等に寄附を行う「社会貢献活動ポイン
ト制度（通称、ぼらPo）」を2016年度より開始、活動参加の都度ポイントを
投入できる「ぼらPo」システムを運用しています。
　2018年度実績に基づく寄附については「コムウェアの森」満了となること
を踏まえ、長年協力関係にあった財団へ感謝の意味を込めて、財団主催の
「花粉の少ない森づくり運動」へ贈呈しました。

3つのテーマに即した社会貢献活動を、Webで発信
　上記、3つのテーマ（社員参加型を中心としたテーマ、事業特性にマッチしたテーマ、地球環境保護に対するテーマ）
に即した社会貢献活動は、事業所ごとに、日々、積極的に展開しています。これらの活動を通じ、地域の皆さまは
もちろん、社会の幅広い皆さまとの対話を深めていきたいと、私たちは考えています。
　このような考えに基づき、各地で展開する社会貢献活動の様子を発信するために、社会貢献活動紹介サイトを開設
しています。

社会貢献活動サイトはこちらをご覧ください。
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